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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板に実装されるコネクタのハウジングを前記基板に取り付けると共に、前記ハウジン
グから突出して取り付けられ前記基板に形成された取付け穴に挿入される３つ以上の脚体
と、
　前記脚体の先端部に設けられ前記取付け穴の周縁に係止される爪部と、
　前記脚体の基端部に形成され、前記脚体の前記取付け穴への挿入方向とは異なる方向に
おいて相互に組み合わされて前記脚体同士を結合させる結合部と、
　を備えることを特徴とするコネクタ固定具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基板に実装されるコネクタを基板に固定するためのコネクタ固定具に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　プリント配線板等の基板に実装されるコネクタを基板に固定するために、コネクタ固定
用金具が用いられている。コネクタ固定用金具は、ハウジングから突出した脚体の先端部
に形成された爪部を基板の取付け穴に挿入し取付け穴の周縁に爪部を係止させ、ハウジン
グを基板に仮止めするようになっている。そして、取付け穴の周縁に係止させた爪部を基



(2) JP 4800807 B2 2011.10.26

10

20

30

40

50

板にはんだ付けすることで、ハウジングが基板に固定されるようになっている。
【特許文献１】実開昭６３－１９９４７３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、このコネクタ固定用金具には、爪部が２つしかないため、コネクタを基
板へ固定する強度が低い。このため、大きな負荷がかかるコネクタは別途基板へネジ止め
する必要があり、実装工程での工数が増えていた。
【０００４】
　本発明は、上記事実を考慮して、コネクタを基板に十分な強度で固定することができる
コネクタ固定具を得ることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の請求項１に係るコネクタ固定具は、基板に実装されるコネクタのハウジングを
前記基板に取り付けると共に、前記ハウジングから突出して取り付けられ前記基板に形成
された取付け穴に挿入される３つ以上の脚体と、前記脚体の先端部に設けられ前記取付け
穴の周縁に係止される爪部と、前記脚体の基端部に形成され、前記脚体の前記取付け穴へ
の挿入方向とは異なる方向において相互に組み合わされて前記脚体同士を結合させる結合
部と、を備えることを特徴とする。
【０００６】
　上記構成によれば、コネクタのハウジングを基板に取り付けるためのコネクタ固定具に
は、基板の取付け穴へ挿入される３つ以上の脚体が設けられている。この脚体の先端部に
はそれぞれ爪部が設けられている。すなわち、３つの以上の爪部が取り付け穴の周囲に係
止されるため、従来の２つの爪部で固定するのと比較すると、ハウジングを基板に仮止め
する強度が増す。また、はんだと爪部の接合面積が増えるため、コネクタのハウジングを
基板に十分な強度で固定することができる。
【０００８】
　さらに、脚体の結合部同士を結合させることで、先端部に爪部が形成された脚体の数を
複雑な加工をすることなく増やすことができる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明のコネクタ固定具によれば、コネクタのハウジングを基板に十分な強度で固定す
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明のコネクタ固定具１０が採用されたコネクタ３０の実施形態について、図１～図
７に従って説明する。なお、コネクタの開口方向を前方向として矢印Ａ、基板にコネクタ
が載置される方向を上方向として矢印Ｂとして説明する。
【００１１】
　図７（Ａ）及び（Ｂ）に示されるように、コネクタ３０は、相手側のコネクタと嵌合す
る開口部（図示省略）を有する略矩形箱状のハウジング３２を備えている。また、開口部
の上下左右の縁部は、天板１６、底板１８、左右一対の側板２０によって構成されている
。さらに、天板１６、底板１８、及び左右一対の側板２０は、開口部とは反対側の後端部
で背板２３によって互いに連結されている。これにより、ハウジング３２が箱状に形成さ
れている。
【００１２】
　また、背板２３には、その面上にベース板２４が取り付けられ、ベース板２４から、複
数の下端コネクタ端子２６Ａ及び上端コネクタ端子２６Ｂが外部へと延びて設けられてい
る。
【００１３】
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　さらに、このハウジング３２の側板２０には、図５に示されるように、側方から見て、
上端が屈曲したコネクタ固定具１０が圧入によって取付けられている。つまり、コネクタ
固定具１０は、基端部が側板２０に固定されている。
【００１４】
　図１～図４に示されるように、コネクタ固定具１０は、２部品を結合させることで形成
されている。
【００１５】
　コネクタ固定具１０を構成する第一固定具１２は、平板パネルを打ち抜いて成形され、
全体形状が略Ｌ字とされている。基部１２Ｈには前後方向に延びるスリット１２Ａが切り
込まれている。また、基部１２Ｈから下方へは、スリット１２Ｂによって二つに分けられ
た脚体１２Ｅが延設され、脚体１２Ｅは互いに接近する方向に弾性変形可能とされている
。
【００１６】
　さらに、脚体１２Ｅの先端部には、基板２２に設けられた取付け穴２２Ａ（図７（Ａ）
参照）の周縁に係止される爪部１２Ｆが設けられている。この爪部１２Ｆが取付け穴２２
Ａに係止されることでコネクタ３０は基板２２に仮止めされる。
【００１７】
　詳細には、爪部１２Ｆは、外側へ突出した形状とされており、さらに爪部１２Ｆの上面
には、斜め下側へ延びるテーパー面１２Ｇが設けられている。また、このテーパー面１２
Ｇと連結して下側へ向って、狭巾とされたガイド面１２Ｌ形成されている。
【００１８】
　図６（Ａ）に示されるように、脚体１２Ｅを取付け穴２２Ａに挿入するとガイド面１２
Ｌが穴壁に当り、脚体１２Ｆを互いに接近させ、取付け穴２２Ａを貫通すると脚体１２Ｆ
が弾性復帰してテーパー面１２Ｇが取付け穴２２の周縁に係止される。これにより、脚体
１２Ｅは基板２２に仮止めされる。
【００１９】
　さらに、図４には、第一固定具１２と同様にコネクタ固定具１０を構成する第二固定具
１４が示されている。この第二固定具１４は、平板パネルを打ち抜いて板厚方向に略直角
に折り曲げられており、全体形状が上向面１４Ａを備えた略Ｌ字とされている。上向面１
４Ａには、後端部が開放した前後方向に延びるスリット１４Ｂが切り込まれている。また
、上向面１４Ａから下方へは、スリット１４Ｂの延長上に設けられたスリット１４Ｃによ
って二つに分けられた脚体１４Ｅが延設され、脚体１４Ｅは互いに接近する方向に弾性変
形可能とされている。
【００２０】
　さらに、脚体１４Ｅの先端部には、基板２２に設けられた取付け穴２２Ａ（図７参照）
の周縁に係止される爪部１４Ｆが設けられている。この爪部１４が取付け穴２２Ａに係止
されることでコネクタ３０は基板２２に仮止めされる。
【００２１】
　詳細には、爪部１４Ｆは、外側へ突出した形状とされており、さらに爪部１４Ｆの上面
には、斜め下側へ延びるテーパー面１４Ｇが設けられている。また、このテーパー面１４
Ｇと連結して下側へ向って、狭巾とされたガイド面１４Ｌ形成されている。脚体１４Ｅを
取付け穴２２Ａ（図７参照）に挿入するとガイド面１４Ｌが穴壁に当り、脚体１４Ｆを互
いに接近させ、取付け穴２２Ａを貫通すると脚体１４Ｆが弾性復帰してテーパー面１４Ｇ
が取付け穴２２の周縁に係止される。これにより、脚体１４Ｅは基板２２に仮止めされる
。
【００２２】
　図１及び図２に示されるように、スリット１４Ｂへスリット１２Ａをはめ込んで第一固
定具１２と第二固定具１４を結合させると脚体１２Ｅ及び脚体１４Ｅは互いに直交し、爪
部は２方向に配置される。このため、従来のように一方向だけで固定するのと比較すると
、捩れに対して強くなっている。また、従来の２点で係止させるのと比較すると、４点で
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係止させているためコネクタ固定具１０の基板へ固定する強度が２倍になっている。
【００２３】
　さらに、基板２２の下面と接するテーパー面１２Ｇ、１４Ｇが斜め下側に延びているた
め、基板２２の厚さバラツキを吸収できる。
【００２４】
　また、第一固定具１２と第二固定具１４の２部品を結合させることで、４つの脚体１２
Ｅ、１４Ｅが設けられているため、一つの部品に４つの脚体を加工するのと比較すると複
雑な加工をすることなく４つの脚体１２Ｅ、１４Ｅと４つの爪部１２Ｆ、１４Ｆを設ける
ことができる。
【００２５】
　以下、コネクタ３０の基板２２への取付けについて説明する。
【００２６】
　まず、図６（Ａ）に示されるように、コネクタ３０に設けられたコネクタ固定具１０を
基板２２に設けられた取付け穴２２Ａに挿入する。この挿入時において、ガイド面１２Ｌ
が穴壁に当り脚体１２Ｅは、互いに接近する方向に弾性変形する。同様に脚体１４Ｅも、
互いに接近する方向に弾性変形し、取付け穴２２Ａの内周部を撫でながら取付け穴２２Ａ
内を移動する。
【００２７】
　なお、スリット１２Ｂとスリット１４Ｃの隙は、脚体１２Ｅと脚体１４Ｅが互いに弾性
変形した時に干渉しないように設けられている。
【００２８】
　図７（Ｂ）に示されるように、脚体１２Ｅ及び脚体１４Ｅが取付け穴２２Ａに挿入され
てハウジング３２の底板１８が基板２２上に載置されると、脚体１２Ｅ及び脚体１４Ｅの
先端部に設けられた爪部１２Ｆ及び爪部１４Ｆが基板２２の下方に突出し、脚体１２Ｅ及
び脚体１４Ｅの弾性力によって弾性変形した状態から自然状態に復帰する。
【００２９】
　これにより、爪部１２Ｆのテーパー面１２Ｇ、及び爪部１４Ｆのテーパー面１４Ｇが基
板２２の取付け穴２２Ａの下端側周縁に係合し、ハウジング３２が基板２２に仮止めされ
る。
【００３０】
　次いで、図６（Ａ）及び（Ｂ）に示されるように、基板２２の下方から爪部１２Ｆ、１
４Ｆが基板２２にはんだ４０にてはんだ付けされる。この結果、ハウジング３２が基板２
２に固定される。
【００３１】
　ここで、従来のように２つの爪部で基板２２に固定するコネクタ固定具と比較すると、
全体としてはんだ４０とコネクタ固定具１０の爪部１２Ｆ、１４Ｆとの接合面積は約２倍
となる。
【００３２】
　従って、本コネクタ固定具１０は、ハウジング３２を基板２２に固定するのに十分な強
度を確保することができる。
【００３３】
　また、従来のように２つの爪部のみで基板２２に固定する場合には、ハウジング３２を
基板２２に固定する固定強度を補強するためハウジング３２を別途基板２２へネジ止めす
る場合があったが、ネジ止めを廃止することも可能である。
【００３４】
　また、従来のように２つの爪部で仮止めしていたときに使用していた基板２２の取付穴
をそのまま使用できる。
【００３５】
　なお、本発明を特定の実施形態について詳細に説明したが、本発明はかかる実施形態に
限定されるものではなく、本発明の範囲内にて他の種々の実施形態が可能であることは当
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面１２Ｇ、１４Ｇの上下方向の位置を同じ位置に配置して、取付け穴２２Ａの内周縁と係
合させたが、例えば、テーパー面１２Ｇの上下方向の位置をテーパー面１４Ｇの位置と変
えることで、基板２２の板厚違いに対応させてもよい。
【００３６】
　また、上記実施形態では、４つの爪部を備えたコネクタ固定具について説明したが、３
つ以上の爪部を備えればよく、特に４つに限定されることはない。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】（Ａ）本発明の実施形態に係るコネクタ固定具を示し、前方斜め上方から見た斜
視図である。（Ｂ）本発明の実施形態に係るコネクタ固定具を示し、後方斜め上方から見
た斜視図である。
【図２】本発明の実施形態に係るコネクタの分解斜視図である。
【図３】本発明の実施形態に係る第一固定具を示し、前方斜め上方から見た斜視図である
。
【図４】本発明の実施形態に係る第二固定具を示し、前方斜め上方から見た斜視図である
。
【図５】本発明の実施形態に係るコネクタの側面図である。
【図６】（Ａ）本発明の実施形態に係るコネクタ及び基板を示し、側方から見た断面図で
ある。（Ｂ）本発明の実施形態に係るコネクタ固定具及び基板を示し、図５（Ａ）のＢ－
Ｂ線断面図である。
【図７】（Ａ）本発明の実施形態に係るコネクタを基板に取り付けようとしている状態を
示した斜視図である。（Ｂ）本発明の実施形態に係るコネクタと基板が取り付いた状態を
示した斜視図である。
【符号の説明】
【００３８】
　１０　　　　コネクタ固定具
　１２　　　　第一固定具
　１２Ａ　　　スリット（結合部）
　１２Ｅ　　　脚体
　１２Ｆ　　　爪部
　１２Ｊ　　　爪部
　１４　　　　第二固定具
　１４Ｂ　　　スリット（結合部）
　１４Ｅ　　　脚体
　１４Ｆ　　　爪部
　１４Ｊ　　　爪部
　２２　　　　基板
　３０　　　　コネクタ
　３２　　　　ハウジング
　６０　　　　コネクタ固定具
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